　第４学年　総合的な学習の時間学習指導案
                                                  　　　　　    　　　　指導者　○○　○○　

１　単元　　　クリーンアップ諏訪川
２　指導観
○　本学級の子どもたちは、これまでの総合的な学習の時間の中で、意欲的に学習対象に関わり、課題を見出して調べたり、GTなどによる調査から情報を収集したりして課題を解決することに取り組んでいる。しかし、活動に個人差があることや、課題を自分事としてとらえ、自分たちにできることを実践していこうという意識や意欲が高まっていない。　

　　　　そこで、学校や地域の一員として自覚を持つと共に、大牟田市全体にも視野を広げ、課題に応じてよりよい解決方法を見出したり、実践したりできるようになっていくこの期に本単元を取り上げる。そして、地域を流れる諏訪川や有明海のつながりを知り、自分たちの生活と深くかかわっていることを考えることで、積極的に諏訪川や有明海の環境を守っていこうとする態度を育てたい。このことは、友だちや家庭・地域の方々と交流しながら追求し表現する力を育てるとともに、地域の一員としての自覚を育て、かかわりの質を高めることからも意義深い。
　　○　本単元に関しては、第３学年「有明海と諏訪川の生き物を調べよう。」で、鳴川の生き物調査や干潟観察を通して、諏訪川や有明海に住む生物について学習している。そして、諏訪川や有明海にはたくさんの生き物が生息していることを知り、その生き物たちが住む海や川を大切にしたいという思いを持っている。
　　　　本単元では、市役所環境業務課の協力のもと生物調査、透視度、PACテストを行い、諏訪川の水質について調べる活動を行う。そして、諏訪川の水をきれいにするために、自分たちにできることを考え、実践したり、多くの人に実践を広げたりしていきたいという気持ちを高めることができるようにする。このことは、第５学年総合的な学習の時間「有明海の歴史と産業を調べよう」で、宮原坑での石炭の採掘の際に石炭の運搬で川や海が活用され三池港につながること、もののつながりや人のつながりについて考え、発信する学習へと発展する。
　　○　本単元における見方・考え方を働かせる「書く」「話す・聴く」活動として、諏訪川の良さや、水質に着目し、川の水と生活とのかかわりの面から諏訪川とその先にそそぐ有明海を守るために、自分たちに何ができるかについて考え伝え合うこと」を位置付ける。そして、市役所環境保全課の方々の活動や思い、願いを知ると共に、諏訪川や有明海を守っていくことができる一人として、多くの人に知ってもらいたい、守っていきたいという思いを持ち、実践できることを考えることができるようにする。　
　　　　そのために、まず、カヌー体験を通して諏訪川の水が汚れていることに気づかせる。次に、市役所環境保全課の方と水質調査を行うことで上流にから下流に行くにしたがってだんだん川の水が汚れていることを知り、課題をつかむ。そして、諏訪川の水をきれいにするために自分たちにできることを調べたり、検証したりして、川や海の環境を守る取組をたくさんの人に呼びかけていくようにする。
　　　　特に本時指導にあたっては、自分たちで考えた諏訪川をきれいにする取組の効果や取り組みやすさについて話し合うことを通して、誰に（相手意識）どのようなことを（取組やすさ）どうやって（発信方法）のよりよい選択ができ、今後の実践の充実につなぐようにする。
　　　　そのためにまず、「出合う」段階では、自分たちが考えた方法について調べたことや検証したことをもとに、本時のめあてをつかませる。次に「つくる」段階では、取組の効果の高さと実践が可能かどうかを表に整理する。さらに「高める」段階では、たくさんの人に取り組んでもらえるように表をもとにして誰にどんなことをどのような方法で発信していくかについて話し合う。最後に「つながる」段階では、自分の活動を選択させ、今後の取組につなげるようにする。
３　目標
○　諏訪川の環境を守り続けるという課題を持ち、諏訪川の現状について調べたり、川を守るための活動に取り組んだりすることを通して、川の環境を守ることが海の環境や海洋生物の保護につながっていることを理解するとともに、環境を守る取組を実践することができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（知識・技能）
○　諏訪川の水質調査や生物調査に取り組んで分かったことや考えたことについて、目的に応じて整理・分析や事象の関連付けをしたり、諏訪川の環境を守るための実践に取り組んでもらえるようなパンフレットやチラシなどの表現物を効果的に選択したりして表現することができる。　　　　　　　　　（思考・判断・表現）

○　海や川の環境に関心を持ち、環境における問題点などについて友だちと協力して調査したことをまとめ、地域に対する愛着を持つとともに、地域の一員としてのかかわり方を考え、海や川の豊かさを守りたいという思いを持つことができるようにする。
（主体的に学習に取り組む態度）
４　単元計画（３４時間）
	段階
	配時
	学　　習　　活　　動
	主な支援（□）と評価（◆）

	出

合

う
	２
６
２

	１　諏訪川現状について知り、川の汚れに気づかせ学習課題をつくる。
○　諏訪川について知っていることを出し合い、諏訪川の水質について関心を持つ。

[image: image1.png]


[image: image2.png])
1>





[image: image3.png]


[image: image4.png]o.
—o





○　カヌー体験を通して諏訪川の水の汚れに気づき、課題を明らかにする。
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○　活動の見通しを話し合い、学習計画を立てる。
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□　諏訪川の水質に関心を持たせるために、諏訪川について知っていることを出し合い、あまりきれいな色ではないことを確認する。
□　実際の諏訪川の水の汚れに気づかせるために、カヌー体験を通して諏訪川の水を間近で見たり、触ったりして前時の予想との違いを話し合う。


	つくる
高める


つながる

	３
６
１
＋
課外
４

６
本時
１
	２　諏訪川の水質について調べ、伝え合う。



３　３年生での干潟観察や大牟田市の地図から諏訪川の水は有明海に注いでいることから、「宝の海である有明海を守るためにも、もっと諏訪川をきれいに保ちたい」という思いから、学習課題をつくる。





４　これまでの学習や自分の成長を振り返り、これからも実践していく計画を立てる。

　○　今後も諏訪川の環境を守るために、地域の一員としてできることを続けていくことについて考える。


	□　諏訪川の水がどのくらい汚れているかを視覚的、数値的に明らかにするために、上流・中流・下流の水質をGTと一緒に調査し、比較する。
□　交流活動では、オンラインによる四校合同授業を行い、それぞれの調査の方法や結果について比較し、共通点や相違点について話し合う。
◆それぞれの説明でわからなかったところや詳しく知りたいところを質問して理解しようとしている。
· 　川の環境は一昔前よりずいぶんきれいになったことを知ったが、実際に見てみると、まだ改善できそうなことを気づかせるために、GTから話を聞いたり、インターネットで自分たちにできそうな取組について調べたりして、きれいにしたい思いをもつようにする。
□　実践を続けていくことが大切だという意識をさせるために、具体的に取り組めるようなことを考えるようにする。

◆川をきれいにしたいという思いで、具体的な実践を決めている。

□　自分たちが継続してできる取組を、現実性・継続性の観点から決定させる。
◆　諏訪川を守る取組を考え、継続して行おうという意欲を持つことができる。


５　本時　　令和４年１０月　日（　水　）　６校時　　４年教室において
６　主眼

　○　諏訪川の水を汚さないための方法について表に整理し、実践するための方法を話し合う活動を通して、自分達にできる取組の価値を見出すことができるようにする。（思考・判断・表現）
　○　水を汚さないために自分たちでできることを調べたり、検証したりしたことをもとに誰にどんなことをどのように発信するかを選択することで、かかわりの質を高めながら追求することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　（見方・考え方を働かせる「書く」「話す・聴く」活動）
７　本時授業仮説
· 「高める」段階の「話す・聴く」活動において、発信する人へのわかりやすさや伝わりやすさ、取り組みやすさを根拠に話し合って考えることで、取組の価値をとらえ、諏訪川の水をきれいにしたいという思いを持って課題を選択することができるであろう。
〔手立て〕
· 取組の効果と実際に取り組めるかを明らかにさせるために、これまでの取組を表に整理するようにする。また、「話す・聴く」活動の中で、実際に取組を発信する相手のことを具体的に考えさせることで発信の方法を選択できるようにする。
８　準備　　　活動の写真、学習プリント
９　展開（３４時間　　本時２５／３４）
	段階
	学習活動
	教師の支援（○）と評価（◆）
見方・考え方を働かせる書く活動★

	出
合
う

つ

く

る

高

め

る

つ

な

が

る


	１　前時学習を想起し、本時めあてをつかむ。
· 前時までの実験結果をふり返り、本時学習のめあてをつかむ。


２　本時学習の進め方を知り、見通しを持つ。
· 本時学習の進め方を知る。
①　水をきれいにするために効果的なこと、自分たちや家庭で取り組めそうなことを整理する。
②　取り組むために「誰に」「どうやって」伝えたいかをグループで話し合う。
３　実験結果から水を汚さないための取組と自分たちにできるかを話し合う。
　○　表に整理する。【書く活動①】
考えた取組
効果
できるか
食器の汚れをふいてから洗う

洗剤等の使用量の呼びかけ

水をためて洗う
米とぎ水の再利用

ごみの分別、持ち帰り
エコバックを使う
河川敷のゴミ拾い

　４　取組について交流し、よりよい発信方法について考える。
　○　自分たちで取り組みやすい、またたくさんの人に取り組んでもらいやすいことを話し合い、どんな人にどんなことをどのように発信したいかを話し合う。　　　　　　【話す・聴く活動】
　　







　○　友達の意見を聞いて、誰に向けてどんな方法で提案していくかについて自分の考えを書く。

　　　　　【書く活動②】
５　本時学習を振り返り、まとめをする。
　○　今後の取組を確認し、次時の学習の見通しを持つ。




	○　実験の写真を提示し、課題意識を高める。
○　本時学習活動の見通しを持たせるために、活動の流れを掲示するようにする。
　
★　取組の効果を表に整理させることで、取り組みの価値と本当にできるかを明らかにできるようにする。

○　グループで表に整理し、取り組みの効果と取り組みやすさを話し合うことで、誰にどんなことを発信すべきかを見通しやすくする。
○　発信する人へのわかりやすさや伝わりやすさ、取り組みやすさを根拠に話し合い、より良い方法を見出せるようにする。


◆話し合いをもとに、取組を具体的に書くことができている。
（思・判・表：ノート）
○今後の実践意欲を高めさせるために、それぞれの取組を確認するようにする。


諏訪川で魚つりしている人がいるよ。





でも、魚がいるところはあまり見たことないなぁ。





川の水は赤茶色だった！


川の岸には、ゴミがたくさｎあったよ。





どうして川の水がこんなによごれているのかな。


諏訪川の他の場所もよごれているのかな。





①　諏訪川の水がどのくらい汚れているのかをくわしく調べる。


②　汚れの原因について調べたり、環境保全課の方から聞いたりして考える。


③　汚れの原因から自分たちにできることを考え、発信の仕方を選択して提案物を作成する。


④　諏訪川の環境を守るための取組を共有する。





【課題Ⅰ】諏訪川の水がどのくらい汚れているのかを詳しく調べよう。





【体験活動Ⅰ】


○　諏訪川たんけんで環境保全課の方と水質について調べる。








○　各グループで情報を整理し、まとめる。【書く①】


　











生物調査





PACテスト





透視度





【交流活動Ⅰ】


○　調べたことについて伝え合う。【話す・聴く】


　・上流から中流に下流にいくに従って、水の透明度が低くなることがわかった。


　・水生生物の種類が上流と比べて違うんだね。


　・PACテストをすると、どのくらい汚れているの　　　かがわかりやすかった。


　











【課題Ⅱ】諏訪川とつながっている有明海を守るために自分たちにできることを考えよう。





【体験活動Ⅱ】


○　諏訪川の汚れの原因について調べる。


○　原因を改善するために自分たちでできることを、調べる。


　・環境保全課の方にお話を聴く。


　・インターネットで他の川の取組について調べる。


○　自分にできそうな実践を決め、実際にどのくらい水がきれいになるのか検証する。





水はためてから洗う





洗剤の使用量呼びかけ





食器をふいてから洗う





エコバック


（プラゴミ削減）





ゴミの分別・持ち帰り





米とぎ水の再利用





【交流活動Ⅲ】　　　　　　　　　　【話す・聴く】


○　検証結果をもとに、誰にどのような取組をどうやって発信していくかを話し合う。


　・食べ残しを少なくすることは誰にでもできそうだ。


　・全校にも広めよう。


　・ポスターやお手紙をかこう。


○　班の活動で広めたい人の取組を中心に新聞やチラシ、ポスターにまとめる。　　　　　　　【書く②】


　・駛馬小のみんなも実践してほしいな。








一緒に食器洗いをして洗剤の量に気をつけていきたい。


少しでも諏訪川の水がきれいになるといいな。





諏訪川の水をきれいにするために、自分たちができることを話し合おう。





めあて












































食器の汚れをふくのは自分でもできるよ。








ふく紙のごみを増やすことにならないかな。





パンでふいて食べるといいよ。








インターネットで調べたら、ヘラで取る方法もあったよ。








駛馬小学校のみんなとその家族に協力してもらいたいね











。





お願いのお手紙を書くのはどうかな。








　自分たちが考えた方法をたくさんの人が実践すると、水のよごれを減らせそうだ。





まとめ





わたしは、学校の中にポスターを作ってはりたいな。諏訪川の水が少しでもきれいになるといいな。








